
当
な
場
合
に
借
り
入
れ
る
も

始
ま
っ
て
い
る
と
云
え
ま
す
。

の
で
す
。

年
度
末
の
現
在

１７

高
は

億
４
千
９
百
万
円
と
な

６６

り
ま
す
。
今
後
の
返
済
額
は
利

行
財
政
改
革
が
叫
ば
れ
る
中

（
町
の
預
貯
金
）
の
取
り
崩
し

息
を
含
め
る
と
約

億
３
千
８

７５

現
実
の
町
財
政
は
ど
う
な
の
か

金
や
積
立
金
、
町
債
の
繰
上
償

百
万
円
に
な
り
ま
す
。

実
際
の
数
値
を
も
と
に
考
え
て

還
金
を
除
外
し
た
実
質
的
な
単

表
４
は
、
経
常
収
支
比
率
の

み
よ
う
。

年
度
の
収
支
で
す
。

動
向
で
す
。
経
常
収
支
比
率
は

表
１
は
、
実
質
収
支
と
実
質

実
質
収
支
は
黒
字
の
状
態
が

町
税
等
の
経
常
的
な
収
入
に
対

単
年
度
収
支
の
推
移
を
表
に
し

続
い
て
い
ま
す
が
、
単
年
度
収

す
る
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債

た
も
の
で
す
。
実
質
収
支
は
歳

支
は
平
成

年
度
か
ら
赤
字
に

費
等
の
義
務
的
経
費
や
施
設
の

１５

入
歳
出
の
差
引
額
か
ら
翌
年
度

な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
年

維
持
管
理
費
な
ど
経
常
的
に
支

へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
控
除

度
も
歳
入
の
不
足
額
は
、
財
政

出
さ
れ
る
経
費
の
割
合
で
財
政

し
た
も
の
。
実
質
単
年
度
収
支

調
整
基
金
を
取
り
崩
し
た
り
、

構
造
の
弾
力
性
、
余
裕
度
を
示

は
、
今
年
度
と
前
年
度
の
実
質

地
方
債
（
町
の
借
入
金
）
を
充

す
指
標
で
す
。
通
常

～

％

７０

８０

収
支
の
差
に
、
財
政
調
整
基
金

て
る
こ
と
で
補
っ
て
い
る
の
が

が
望
ま
し
い
と
云
わ
れ
て
い
ま

現
状
で
す
。

す
。
本
町
は
表
が
示
す
と
お
り

※
表
１
の
中
で

年
度
の
財
政

財
政
の
弾
力
性
、
余
裕
度
が
あ

１４

調
整
基
金
の
積
立
金
が
多
い
の

ま
り
な
く
、
財
政
の
硬
直
化
が

は
、
普
通
交
付
税
の
減
額
に
伴

い
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
発
行

（
３
億
５
千
７
百
万
）
し
、
こ

れ
が
積
立
金
に
反
映
さ
れ
た
も

の
で
す
。

表
２
は
、
財
政
調
整
基
金
の

積
立
額
と
取
り
崩
し
額
を
表
に

し
た
も
の
で
、
年
度
末
現
在
高

は
、
平
成

年
度
を
ピ
ー
ク
に

１４

基
金
は
徐
々
に
減
っ
て
き
て
い

ま
す
。

表
３
は
、
地
方
債
の
現
在
高

で
す
。
地
方
債
は
学
校
の
建
設

や
公
共
用
地
の
所
得
な
ど
で
、

一
時
的
に
多
額
な
費
用
が
必
要

な
時
、
将
来
の
住
民
に
も
経
費

の
負
担
を
し
て
戴
く
こ
と
が
妥



☆
蟹
江
町
に
新
し
く
行
政
改

革
推
進
室
が
設
置
さ
れ
ま
し

○
清
新
ク
ラ
ブ

（
４
名
）

３
月
議
会
は
、
町
長
の
所

た
。
事
務
と
し
て
①
行
政
改

大
原
氏
、
飯
田
氏
、

町
会
議
員

信
表
明
、
代
表
質
問
が
行
わ

革
に
関
す
る
こ
と
。
②
総
合

猪
俣
氏
、
髙
阪
氏

去
る
、
２
月
９
日
、
会
派
の

髙
阪
康
彦

れ
、
議
会
は

の
議
案
を
可

計
画
に
関
す
る
こ
と
。
③
町

○
新
政
会

（
５
名
）

研
修
視
察
を
行
い
、
法
隆
寺
で

３０

決
、
決
定
し
ま
し
た
。
主
な

行
政
の
総
合
企
画
に
関
す
る

奥
田
氏
、
鈴
木
氏
、

有
名
な
奈
良
県
斑
鳩
町
を
訪
問

今
年
は
桜
が
早
い
と
の
予
報

議
案
は

年
度
の
補
正
予
算

こ
と
。
④
町
長
の
特
命
事
項

伊
藤
氏
、
山
田
乙
氏
、

し
ま
し
た
。
こ
の
町
は
平
成
３

で
し
た
が
、
冷
え
込
み
が
続
い

１７

年
度
予
算
の
審
議
、
蟹
江

に
関
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ

吉
田
氏

年
に
、
大
和
川
上
流
流
域
下
水

て
入
学
式
の
頃
に
、
ち
ょ
う
ど

１８町
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の

て
い
ま
す
。

○

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
２
名
）

道
と
し
て
、
事
業
認
可
を
受
け

見
頃
の
桜
と
な
り
ま
し
た
。

２１

制
定
。
町
部
局
・
町
野
外
セ

☆
蟹
江
町
野
外
セ
ン
タ
ー
の

菊
地
氏
、
黒
川
氏

平
成

年
に
一
部
地
域
で
共
用

如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

１７

ン
タ
ー
の
設
置
条
例
、
遺
児

使
用
料
が
値
上
げ
に
な
り
ま

○
公
明
党
（
２
名
）

開
始
を
し
て
い
ま
す
。

日
頃
は
、
応
援
を
戴
き
あ
り

手
当
、
介
護
保
険
の
一
部
改

し
た
。
中
学
生
以
下
の
者
、

加
藤
氏
、
松
本
氏

斑
鳩
町
は
、
約
２
万
８
千
人

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

正
等
で
あ
り
ま
し
た
。

「

円
」
を
「

円
」
に
、

○
共
産
党
（
２
名
）

の
人
口
で
、
財
政
規
模
は
当
町

さ
て
、
私
も
議
員
に
な
り
３

５０

１００

年
度
の
一
般
会
計
予
算

中
学
生
以
上
は
「

円
」
を

小
原
氏
、
林
氏

と
殆
ど
変
わ
り
な
い
町
で
す
。

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
や
っ
と
議

１８

１００

歳
入
は
、
約

億
９
千
万
円

「

円
」
に
、
又
、
新
し
く

○
民
主
党
（
公
党
会
派
）

当
町
も
数
年
先
に
は
、
下
水

会
の
ぎ
の
字
ぐ
ら
い
が
解
る
よ

８６

２００

そ
の
内
、
自
主
財
源
と
し
て

テ
ン
ト
は
一
張
一
泊

円
が

中
村
氏

道
の
一
部
が
共
用
さ
れ
ま
す
。

う
に
な
り
、
少
し
自
信
が
出
て

５００

の
町
税
は
約

億
５
千
万
円

徴
収
さ
れ
ま
す
。
町
外
の
方

こ
の
他
の
議
員
は
無
会
派

先
進
地
に
見
習
い
、
共
用
開
始

来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か

４５

で
す
。
前
年
対
比

％
の
増

は
こ
の
倍
額
と
な
り
ま
す
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

迄
の
苦
労
話
、
下
水
道
の
使
用

し
、
ま
だ
ま
だ
半
人
前
で
、
大

６.４

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

（
詳
し
く
は
議
会
た
よ
り
を
）

料
金
、
加
入
負
担
金
な
ど
の
、

い
に
努
力
の
必
要
が
あ
る
と
思

他
、
八
の
特
別
会
計
を
含
め

質
問
を
行
い
、
今
後
の
参
考
と

っ
て
い
ま
す
。

総
額

億
円
余
の
予
算
が
組

４
月
１
日
付
け
で
職
員
の

さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

最
近
会
う
人
に
よ
く
云
わ
れ

１６０

ま
れ
て
い
ま
す
。

代
表
質
問
は
、
６
会
派
７

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

（
本
人
は
写
真
撮
影
）

る
の
は
、「
来
年
は
選
挙
だ
ね
。

そ
の
他
、
可
決
さ
れ
た
議

氏
が
質
問
し
、
私
は
清
新
ク

(

主
な
異
動
は
次
の
通
り)

斑
鳩
町
役
場
に
て

一
年
は
す
ぐ
来
る
よ
。
頑
張
っ

い
か
る
が

案
と
し
て

ラ
ブ
を
代
表
し
て
、
町
長
の

民
生
部
長

石
原
敏
男

て
」
「
ま
だ
１
年
も
あ
る
よ
」

☆
蟹
江
町
遺
児
手
当
の
支
給

所
信
表
明
よ
り
、
行
財
政
改

総
務
部
長

坂
井
正
善

「
も
う
１
年
し
か
な
い
ん
だ
よ
」

が
、

月
に
な
り
（
月
額
２

革
を
中
心
に
、
そ
の
基
本
的

産
業
建
設
部
長

河
瀬
広
幸

と
暖
か
い
励
ま
し
の
言
葉
を
戴

６０

２
０
０
円
は
据
置
）

月
以

な
考
え
方
、
職
員
の
意
識
改

行
政
改
革
推
進
室
長

き
ま
す
。確
か
に
次
の
選
挙
は
、

６０

上
は
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま

革
、
危
機
意
識
、
民
間
委
託
、

飯
田
晴
雄

６
名
の
減
員
が
決
ま
っ
て
い
ま

し
た
。

現
在
の
進
捗
度
等
を
質
問
し

産
業
建
設
部
次
長

す
。
厳
し
い
選
挙
を
気
遣
っ
て

☆
蟹
江
町
介
護
保
険
条
例
の

ま
し
た
。
詳
し
く
は
私
の
ホ

兼
土
木
課
長

水
野
久
夫

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
。

兼
都
市
計
画
課
長

佐
野
宗
男

私
は
、
住
民
と
行
政
の
パ
イ

１８

～

年
度
は
、
第
１
号
保
険

一
般
質
問
の
コ
ー
ナ
ー
を
ご

議
会
事
務
局
長

大
河
内
幹
夫

プ
役
と
し
て
、
自
分
に
出
来
る

２０
者
（
６
５
歳
以
上
の
人
）
の

覧
下
さ
い
。
質
問
の
原
稿
を

教
育
部
次
長
兼
図
書
館
長

事
は
、
一
生
懸
命
行
う
。
初
心

保
険
料
の
基
準
額
が
３
千
円

読
む
事
が
出
来
ま
す
。

伊
藤
芳
樹

忘
れ
る
べ
か
ら
ず
で
す
。
只
々

に
な
り
ま
し
た
。
（
改
正
前

水
道
部
次
長

上
田
正
治

こ
の
姿
勢
を
貫
き
通
す
覚
悟
で

は
２
千
７
百
円
）

（
敬
称
略
）

あ
り
ま
す
。




